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発行：フードバンク
しもつけ

住所：下野市医大前
3-7-1

（自治医大前
キリスト教会内）

電話：0285-44-7564
080-3089-4998

（小堀裕子）

６月22日にフードバンクしもつけ発足第１

号の提供先の「市社会福祉協議会」様に乾麺

や野菜ジュースなどを提供しました。

10月７日には、ビッグなご寄付がありまし
た。NTT東日本（小山）の災害備蓄非常食が賞

味期限近くなり、新しい食品と入れ替えるた

め51セットもいただき、そのまま市社会福祉
協議会に提供しました。

今年６月１日に発足しました「フードバ

ンクしもつけ」に対して皆様から想定をは
るかに越える食品のご提供をいただきました。

心より感謝申し上げます。食品を快く受け取っ

てくださった皆様にも感謝申し上げます。皆
様の「ありがとう」が私たちの励みになりま

した。今後とも、食品を提供してくださるよ

り多くの協力者を歓迎いたします。寄せられ

ました食品やご芳志は有意義に活用させてい
ただく所存です。以下、この間の活動の一端

を報告させていただきます。

感謝とお願い
＜寄付食品受付＞
受付件数 46件
寄付食品

①米 195㎏

②食品 570点

③NTT東日本災害備蓄非常食セット 51箱

＜提供先＞
①下野市社会福祉協議会
②社会福祉法人はくつる会工房つばさ

③NPO法人あおぞら食堂

④下野ふれあい会えごのき塾わくわく

こども塾
※個人の方には提供しておりません。

※提供を希望なさる団体様を募集して

います。

活動報告 2020.6/1～10/31

６月22日 市社会福祉協議会

10月7日 NTT東日本（小山）→市社会福祉協議会

「もったいない」を「ありとう」に いま、広げよう心の輪



工房つばさ様には、
若者を中心に多くの

方々が集っているた

め、米や乾麺、調味

料、缶詰、カップめ
ん、お菓子などを提

供しました。諏訪守

理事長は「利用者さ

んに毎日、昼食を提
供しているので、あ

りがたい」と言って

くださいました。

乾麺、お菓子、調味料、缶詰、カレールー、

お茶、コーヒーなどを提供させていただきまし
た。代表の伊藤陽一さんは「食事の提供に使い

ます。ありがとうございます」と喜んでくださ

いました。

米、乾麺、調味料、サラダ油、お菓子、コー

ヒーなどを提供させていただきました。代表の
佐藤善行さんは「毎月１回開いているこども塾

の昼食などに使用させていただきます」と喜ん

でくださいました。９月のこども塾に小堀も参

加させていただき、こども達と一緒にカレーと
サラダをおいしくいただきました。

常温で保存ができる食品で賞味期限
が１か月以上のもの
●米 ●インスタント食品 ●レトルト食品

●缶詰 ●瓶詰 ●乾物 ●乾麺 ●菓子類
●飲料 ●食用油 ●調味料 など

※受け取りが
できないもの
●開封した食品
●賞味期限が切

れた食品

●賞味期限の記
載のない食品

●冷凍・冷蔵が

必要なもの

●酒類 など

●ご提供者は必ず事前に教会（0285-44
-7564）か小堀（080-3089-4998）まで

ご連絡ください。

●火曜、水曜午前、
日曜午前は、お
持ち込み不可で
お願いします。

●お持ち込み場所は

自治医大前キリス

ト教会１階ラウン
ジです。

News letter no.2 2020.11.10

７月16日など はくつる会工房つばさ

いつ、どこに、どのように

フードバンクにお持ちいただきたい食品

６月22日 NPO法人あおぞら食堂

９月８日など えごのき塾 わくわくこども塾

＜収入＞ 賛助募金（寄付） 5,590円

＜支出＞ ニュースレター№１印刷代 2,190円

＜残額＞ 3,400円

＜寄付品＞ のぼり旗２枚、のぼり旗用ポール２本

会計・寄付報告

11月23日（月・祝日）11時～14時 道の駅しもつけ屋外テントステージ
◎特別出演 全国で活躍する下野市出身若手アーティスト：大村真佑（劇団四季を経てミュー

ジカル俳優、振付講師）、鈴木さあや（ミュージカル俳優）、川崎絵里香（ピアニスト）。

どんな歌やパフォーマンスが飛び出すかお楽しみに。

◎出演 地元で活動する音楽ユニット「こひつじクワイア」「エルコーレ」など。歌や子
供たちへの手遊び、フルート演奏など、子供から大人まで楽しめます。

◎コンサート時、食品提供受け付けます。応援募金も歓迎いたします。

◎新型コロナウイルスの感染状況によっては中止することもあります。

チャリティー コンサート
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